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平成２９年度 出納室 経営計画書

職・氏名 経 営 方 針 経 営 資 源

会計管理者

久保田 秀正

●使命

私たち出納室は、公金の収納・振込・資金運用を適正適確に行い、市民

から信頼される事務処理を遂行します。

●基本方針

①正確な会計事務を行いつつ業務改善を行います。

②安全かつ有効な資金運用を図ります。

所 管 課 出 納 室

人 員
正職員 臨時職員 合計

４人 人 ４人

一般会計 ３３，５７６
千円

特別会計 千円

計 ３３，５７６ 千円

（うち人件費） （ ３０，５２９ 千円）

重点項目 内容 成果目標 9月末の進捗状況 1月末の進捗状況 3月末の達成状況

1

正確な会計事務

を行いつつ、業務

改善を行います。

正確で適正な事務処理をするた

め、会計事務担当者への指導強化

に努めるとともに、効率的な事務

処理方法の研究をします。

支払事務の電子決済導入を目指

して調査を行います。

会計事務の説明会を市全

体の研修計画の一コマとし

て実施する。

具体的な事務処理手順を

示し、周知する。

「会計事務の手引き」並び

に「Q＆A」の内容を充実する。

室内の業務マニュアルを

作成する。

現状の電算機器で電子決

済が可能なのかを年度内に

判断する。

６月２３日に研修

を実施。

事務処理手順とし

て、「前金払い」、

「検収年月日」につ

いて、を発出しまし

た。

分り易い手引書の

改訂版を準備中。

業務マニュアル作

成についての職員研

修に参加し準備中。

電子決済について

手引書は現状に合

わせて改訂中

室内の業務マニュア

ルを作成し、職員で

精査中。

翌会計年度に向け

「前金払い、概算払

い」について周知し

ました。

手引書は現状に合

わせて精査しまし

た。

室内の業務マニュ

アルを作成しまし

た。



2

は、現状の財務会計

システムではできな

い。次回リプレース

時に導入できるよう

調査します。財務会

計だけでなく、文書

管理の機能も必要で

す。

2

有効な資金の運

用

市場調査や情報の収集に努める

とともに、安全かつ有効な運用方

法を検討します。

市場状況に基づいた有効

な資金運用を行います。

年度当初の基金計は

10,422百万円です。運用益は

100百万円（約1％）を目標に

します。

９月末で１４，８

８１，３５４円の運

用益を得ました。

１月末で２３，０

３３，４８０円の運

用益を得ました。

３月末で３１，６

５１，５５３円の運

用益を得ました。


